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資格取得申出書を退職日の翌日から20日以内（必着）に協会けんぽに提出（※）1

任意継続の保険証・納付書等をご自宅へ郵送6

在職中の
保険証を
事業所に返却

事業所は資格
喪失届を日本
年金機構に提
出（※）

3

日本年金機構
が資格喪失届
の入力処理を
行う

4

ご本人様
協会けんぽ

（※）事業所からの の手続きが遅れると、任意継続の保険証の発行も遅れる場合があります。3

申出書を受付

2

保険証と納付書を
作成

5

の翌営業日
に資格喪失
データ到着

4

退職後の健康保険加入のご案内
－協会けんぽにご加入の方へ－

1 退職後に加入する健康保険の選択

2 任意継続申請から保険証発行までの流れ

資格取得申出書の「健康保険資格喪失証明欄」に事業主の証明を受け
るか、退職日、または資格喪失日の確認ができる書類を添付すること
で、下図 、 に要する日数を短縮し、保険証等を発送いたします。

（※）ご提出は、感染症予防のため、郵送にてお願いします。

選択肢 協会けんぽの任意継続
（最長２年間）

国民健康保険 ご家族様の健康保険
（被扶養者）

手続き先 お住まいの都道府県の
協会けんぽ支部

お住まいの市区町村役場の国民健
康保険担当課にお問い合わせくだ
さい。

ご家族様の勤務先等

加入条件 ・退職日までに被保険者期間
が継続して２か月以上ある
こと

・退職日の翌日から20日以内
(必着)に手続きすること

ご家族様が加入している健康
保険の扶養の条件を満たす必
要があります。
詳しくはご家族様の勤務先等にお問
い合わせください。

保険料 退職前に控除されていた保険

料を２倍にした額になります。

※保険料は上限があります。

また、お住まいの都道府県によって

保険料が異なります。

・保険料は、加入する世帯の

人数や前年の所得等によって

決められます。

・退職理由によって保険料の

減免制度があります。

被扶養者の保険料負担は原則
ありません。
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● 納付書による毎月納付の流れ

毎月初めに納付書が郵便で
届きます。

◆月の3日頃までに納付書が届か
ない場合は、ご連絡をお願いい
たします。
＜福岡支部：092-283-7621＞

◆初めてお支払いいただく納付書
は保険証に同封してお送りする
ため月初めとは限りません。

納付期限は

毎月10日です。

◆10日が土日・祝日の場合、翌
営業日が納付期限となります。

◆初めてお支払いいただく納付
書の納付期限は、20日前後
または月末となる場合があり
ます。

お支払いは
コンビニエンスストアや
郵便局等で。

◆一部の都市銀行・農協等でもお
支払いいただけます。詳しくは
納付書裏面をご参照ください。

◆地方銀行では納付できません。
◆領収書は保管してください。

①前納とは、納付書による「おまとめ・先払い」制度です。口座振替による前納はできません。

納付期限までにお支払いがない場合、任意継続の資格がなくなりますのでご注意ください。重 要

申出書の納付方法の欄で『6か月前納』もしくは『12か月前納』を選択された方には、加入月と翌月

以降の一括払いをまとめた納付書をお送りします。

②前納が可能な月は以下のとおりです。前納には保険料の割引があります。

（Ａ）3月→4月～9月の半年分、または4月～翌年3月までの1年分を納付
（Ｂ）9月→10月～翌年3月までの半年分を納付
（Ｃ）任意継続に加入した月→加入した月の翌月～9月分、または加入した月の翌月～3月分まで

③前納の納付期限は、上記(Ａ)～(Ｃ)の月末（末日が土日、祝日の場合は翌営業日）です。また（Ｃ）のケース
では、加入日によっては前納できないこともあります。

納付期限を
毎月確認！

● 前納による「一括納付」

● 口座振替による納付

申出書の納付方法の欄で『口座振替（毎月納付のみ）』を選択された方には、保険証をお送りする際に初回保険料

納付書と『口座振替依頼書』を同封します。

①『口座振替依頼書』に、金融機関窓口で確認印を受けた上で協会けんぽへご提出ください。

（ゆうちょ銀行の場合、確認印は不要です。）

②振替日は毎月1日です。（※1日が金融機関の休業日の場合は、翌営業日に振替）

③口座振替開始には、口座振替依頼書を提出後2～3か月かかります。口座振替開始までの間は、お送りする

納付書でお支払いください。なお、口座振替開始時期はお手紙でお知らせします。

◆保険料は資格を取得した月の分から発生します。申請の時期によっては、初回にお支払いいただく保険料が

２か月分以上になることがありますのでご注意ください。

3 保険料納付について



・年収が130万円未満（※）の3親等内の親族であること。

※60歳以上、または障害厚生年金を受けら

れる程度の障害をお持ちの方は180万円

未満となります。

・被保険者の年収の2分の1未満であること。

・別居の場合、被保険者からの仕送り（援助）を受けていて、その仕送り額（援助額）より少ない年収であること。

・原則として国内に居住している（日本国内に住民票を有する）こと。

配偶者（内縁関係でもよい）・子・孫・兄弟姉妹・父母・祖父母・

曽祖父母以外の方は、被保険者との同居も条件となります。
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・被扶養者の申請をいただく際に、対象となる被扶養者のマイナンバーを申請書にご記入いただく必要があります。

※マイナンバーの確認できる書類の添付は必要ありません。

被扶養者の年齢等
①

収入に関する書類
②

続柄に関する書類
③

同居に関する書類
④

仕送りに関する書類

中学校卒業まで ・不要

・戸籍謄本等

・住民票

（続柄を省略しない

世帯全員分のも

の）

※同居の場合のみ

・新規加入で同居の方、

同居が条件の方は、

被保険者と被扶養者

の住民票

・病気等の特別な事情

により特別養護施設

に入所しているとき

は入所証明書

・振込の場合

預金通帳のコピー

・送金の場合

現金書留（控え）

のコピー

16
歳
以
上

給与収入がある方
（パート・アルバイト含む）

・連続3ヶ月分の給与明細のコピー
（会社名、氏名、金額、年月 入り）
・所得証明書
・給与見込み証明書

会社を退職した方
（所得証明書に収入が載る方）

・離職票のコピー
・雇用保険受給資格者証のコピー

または雇用保険受給資格通知のコ
ピー

・退職証明書

自営業、農業、不動
産収入等がある方

・直近の確定申告書控えのコピーと
収支の内訳が確認できる
青色申告決算書のコピー※1
または収支内訳書のコピー※2

※1:青色申告の場合
※2:白色申告の場合

年金収入がある方
・年金振込通知書のコピー
（受取人・金額が確認できるもの）

無職無収入の方
（学生含む）

・所得証明書
・非課税証明書

在職時より引き続き
被扶養者となる場合

※16歳未満の方と

16歳以上の学生は

添付不要

4 扶養となるご家族がいる場合

● 被扶養者の条件

● 被扶養者認定に必要な添付書類 （「コピー」の記載がないものは原本）

● 被扶養者のマイナンバー記入について

・現在取得できる直近のものをご準備ください。

等

等

等

等

※人手不足による労働時間延長等に伴う一時
的な収入変動により、被扶養者の年収が
130万円以上になる場合は、協会けんぽ
にご相談ください。

マイナンバーによる情報照会を

希望する場合

▶▶ ①②③は添付不要
※協会けんぽがマイナンバーを未収録の場合、照会の結果、情報を取得できない
場合は下記の添付書類が必要になる場合があります。

マイナンバーによる情報照会を

希望しない場合
▶▶ ②③は添付不要



※令和６年７月16日（火）から福岡支部が
〒812-8670 福岡市博多区博多駅東１丁目17番１号ｺﾈｸﾄｽｸｴｱ博多8Fに移転します。
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5 その他

■退職等により健康保険の資格を喪失すると、厚生年金の資格も同時に喪失します。このため、20歳以上60              

歳未満の方については、国民年金加入への切り替え手続きが必要となります。

また、60歳未満の配偶者が被扶養者となっていた場合にも、併せて切り替え手続きが必要になります。

国民年金への切り替え手続きは、お住まいの市区町村役場、または最寄りの年金事務所の国民年金担当窓口

へご相談ください。

■以下の健診を受診する場合は、料金の一部を協会けんぽから補助いたします。

（補助は在職中を含めて年度内1回に限ります。）

○35歳～74歳の被保険者（ご本人様）⇒ 生活習慣病予防健診

○40歳～74歳の被扶養者（ご家族様）⇒ 特定健康診査

※お申し込み方法や料金の詳細につきましては、協会けんぽホームページをご覧いただくか、

協会けんぽ保健グループ（電話：092-284-5840）までお問い合わせください。

■医療機関等での窓口負担は在職中と同様の割合です。

■在職中と同様の給付金（高額療養費・出産育児一時金・埋葬料等）を原則、受給することができます。

※ただし、在職中の疾病等による休業補償である「傷病手当金」、出産のための休業補償である「出産手当金」

は、任意継続健康保険では受給できません。（在職時から引き続き受給されている方は除く）

■保険証が送付されるまでの間に医療機関等で診療を受けて全額自己負担された場合は、保険証が届いた
後に、領収書・診療報酬明細書とともに『療養費支給申請書』をご提出いただくと、保険負担分を払い
戻しいたします。

■在職中に『限度額適用認定証』『特定疾病療養受療証』等をお持ちだった場合、退職後は使用できません。

引き続き必要な場合は、任意継続の資格取得時に再度交付申請を行ってください。

■次のいずれかの事由に該当するときは資格を喪失します。

・被保険者が就職して新たな健康保険の被保険者資格を取得したとき

・保険料を納付期限までに納付しなかったとき

・被保険者が後期高齢者医療制度の被保険者資格を取得したとき

・被保険者が亡くなったとき

・被保険者でなくなることを希望したとき

（協会けんぽで受付した日の翌月１日に喪失します。）

※資格を喪失した際は、保険証をすみやかにご返却ください。

● 国民年金加入について

● 健診について

● 資格の喪失について

● 保険給付等について

全国健康保険協会（協会けんぽ）福岡支部
〒812-8670
福岡市博多区上呉服町10-1
博多三井ビルディング9Ｆ
ＴＥＬ 092-283-7621（代表）

協会けんぽ 福岡 検索

すべての申請書は郵送で

お手続きいただけます。

（自動音声ガイダンスにてご案内しております）

★福岡支部のホームページもご覧ください。


	Slide1
	Slide2
	Slide3
	Slide4

